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１．はじめに 

 

我が国における交通事故は近年減少傾向にあり、平

成19年には交通事故死者数が戦後最少の5744人となっ

た 1)。その中で国道 14 号幕張４丁目交差点では、平成

16 年から２年連続で交通事故発生件数が千葉県ワース

ト１位となるなど交通事故が多発している。特に右折時

における歩行者や自転車と自動車による事故が多く発生

しており、これは外回り処理という右折方法を取る交差

点構造に問題があると考えられている。 

この外回り処理は中央分離帯が広い大規模交差点で

多く用いられる方法である。交差点中央部に滞留できる

容量が少ないために混雑が起こりやすく、特に右折時に

は待ち時間が長くなる。また狭い範囲に多くの車両が滞

留するために対向車による視界不良も発生する。 

このような状況の交差点における交通事故対策とし

て、主道路である国道 14 号の広い中央分離帯を削る交

差点のコンパクト化が計画されている。 

本研究では、国道 14 号幕張４丁目交差点を対象とし

て交差点改良前後における従道路からの右折時の運転行

動の安全性及びそれに伴う交通流の変化に関し定量的な

評価を行う。 

 

２．実験方法 

 

（１）実験の概要 

本実験では慶應義塾大学のドライビングシミュレー

タ（以下 DS）及びトラフィックシミュレータ”AIMSUN”2)

（以下 TS）（DS は慶應義塾大学・国土技術政策総合研

究所共同開発３)、三菱プレシジョン製、TSはTSS社 
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製）を連動させ（以下TS/DS連接機能）、幕張４丁目交

差点の現況と改良後の道路形状及び交通状況を仮想空間

上に再現した。使用した交通データの概要を表１にまと

める。 

 

表－１ 交通データの概要 

概要 

日時 平成19年10月25日16時～17時 

場所 国道14号幕張交差点周辺 

入力項目 備考 

断面交通量 
各流入部において車種別で5分毎に

集計 

右左折率 
各流入部において車種別で5分毎に

集計 

大型車混入率 各流入部において5分毎に集計 

渋滞長 各流入部において5分毎に集計 

歩行者・自転車 方向別に5分毎に集計 

信号サイクル 全信号をサイクル毎に集計 

旅行時間 プローブカーで収集 

 

当該交差点における交通事故は、事故発生状況など

から、従道路からの右折時の待ち時間と視認範囲が影響

していると考え、交差点改良前後においてこれらを変化

させ６つの条件（表２参照）で実験を行った。 

また本研究では交差点改良前後におけるドライバの

視認範囲の変化を検証するため、実験中は被験者にアイ

カメラを装着した。 

 

表－２ 各実験条件における交通状況 

 改良前後 視界状況 待ち時間 

実験１ 

現況 

視界不良有 
長 

実験２ 短 

実験３ 
視界不良無 

短 

実験４ 長 

実験５ 
改良後 視界不良無 

中 

実験６ 短 

 

（２）計測内容と実験の手順 

本実験の流れを図１に示し、実験概要およびTS/DS連

接機能から得られるアウトプットや計測項目を表３と



してまとめる。 

 

 
図－１ 実験のフロー 

 

表－３ 実験概要と計測項目 

実験概要 

実施概要 

実施日 

2008年2月2日(土） 

2月19日（火） 

2月20日（水） 

実験目的 

国道14号幕張4丁目交差

点改良前後における従道

路からの右折時の運転行

動の安全性の評価 

実験方法 
TSとDSを連接させ運転行

動データなどを採取 

 

被験者データ 

人数 9名（男７名、女２名） 

平均年齢 30.1歳 （SD:8.4歳） 

運転経験 10.5年 （SD:7.8年） 

計測項目 

交通流 

（TSからのア

ウトプット） 

旅行時間 

一定の区間を通行するの

にかかる一台あたりの時

間 

速度・加速

度 

ネットワーク内の各車両

の速度および加速度 

運転行動 

（DSからのア

ウトプット） 

アクセル踏

込み量 

被験者がアクセルを踏込

んだ量を定量化 

他車両との

位置 

DS車両とTSで生成された

他車両の位置関係 

注視箇所 DS運転中に注視した場所 

速度・加速

度 

被験者が運転する車両の

速度および加速度 

アンケート

（実験後のア

ウトプット） 

主観評価 

被験者のアンケート回答

を評点化 

 

３．DS実験の結果 

（１）アクセル踏込み行動から見る右折時の安全性 

交差点右折時にアクセルを踏込んだ瞬間の信号現示

から、ドライバが行う右折行動の安全性を検証する。

「アクセルを踏込んだ瞬間」とは右折待ちでアクセルペ

ダルから足を離している状態から、アクセル踏込み量が

1.0%を超えたときと定義する。その際の信号現示を現況

と改良後のそれぞれについて図２にまとめた。 
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図－２ 交差点改良前後におけるアクセル踏込み時

の信号現示 

 

現況では黄信号で発進するケースが36％となってい

る。黄信号では対向車両も速度を上げて通行しようとす

る場合が多いため危険な状況であると言える。改良後は

黄信号で発進するケースが5.6％に減少している。 

また、現況では交差点内に進入している場合に優先

通行権のある全赤が25％であったが、改良後は対向車両

や歩行者と錯綜することのない右折矢が44.4％と変化し

ている。 

 

（２）ドライバの視認行動から見る右折時の安全性 

右折時にドライバが視認すべき範囲は交差点改良前後で

変化するとの仮説にもとづき、この範囲を実験中に視認

角度として記録し、その検証を行った。この結果現況で

は視認すべき範囲が約90度（視野角の中心位置）は交差

点中央部の停止線）あったものが、改良後には約50度

（視野角の中心位置は導流線の先端）と狭くなった。視

野角の中心位置から見た交差点内の様子と視認すべき範

囲を図３に図示する。図３下段の改良後では、図の右側

に写っている横断歩道は右折時に通行する必要がないた

め、視認すべき範囲は図３上段の現況より狭くなる。 

また、アイカメラから得られたドライバの視認行動

から、各基点を通過する前後３秒間の視認箇所を図３に

マーキング印をつけ、視認すべき範囲のうち「歩道・対

面通行」「横断歩道上」「歩道・背面通行」の位置に対

する視認割合（視認事象数／全事象数）を求めた（図３

参照）。この結果を図４に示す。交差点改良によって視

認すべき範囲が狭くなることで、ドライバが右折時に安

全確認を容易に行うことが可能になることが示唆された。 

 

 

 
図－３ ドライバの視認すべき範囲とマーキング 

（上図現況、下図改良後） 
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図－４ 視認すべき範囲の視認割合 

 

（３）主観評価から見る右折時の安全性 

本実験では、各実験条件終了後に交差点通行時にお

ける安全性や周辺環境及び運転操作に関してアンケート

形式で主観評価を行った。主観評価の方法は６段階の主

観スケールを使用した。実験終了後には、アンケートと

ともに、現況交差点の改良に関する感想や意見などを自

由記述形式で質問した。 

また各項目において、評点が高いほど3点、2点、1点、

-1点、-2点、-3点とし、全被験者の平均値を算出した。

更に危険及びストレスを感じたと回答した被験者には、

その理由を複数回答形式で質問した。この結果を図５に

示す。すべての項目において、回答者は改良後を高く評

価した。 
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図－５ アンケートによる主観評価の平均値 

 

また、図６は被験者ごとの主観評価の推移を表した

ものである。各項目において特徴的な回答をした被験者

が数名存在するが、これについて自由回答や実験後アン

ケートをもとに考察する。なお、被験者Ｇは「違和感を

覚えたか」の質問に対しては未回答であった。 

危険感に対する評価では、実験５の評価が低い被験

者（被験者Ｉ）と、改良後において現況と同程度に低い

評価の被験者（被験者Ｄ）が存在した。これについては、

それぞれ理由を「歩行者に接触しそうになったから」と

回答しているが、視認行動の解析結果から両者ともに歩

行者を頻繁に視認しており、歩行者の交通量が多いこと

を気にした結果であると考えられる。 

 ストレスや違和感に対する評価でも、実験５の評価が

低い被験者（被験者Ｄ、Ｈ）が存在した。これについて

は、「これまで（実験４まで）と違い、右折車線（導流

線）の先端がわかりにくい」「導流線の先に行き過ぎる

と対向車とぶつかりそう」という回答があった。これは

交差点コンパクト化によって交差点の形状が変わったこ

とにともなう運転環境の変化への慣れが足らなかったこ

となどが原因であると考えられる。 

 

スムーズに通行できたかについての主観評価
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危険を感じたかについての主観評価

-3

-2

-1

0

1

2

3

実験１ 実験２ 実験３ 実験４ 実験５ 実験６

 

ストレスを感じたかについての主観評価
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違和感を覚えたかについての主観評価
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図－６ 被験者ごとの主観評価の変化 

 

（４）DS実験のまとめ 

 アクセル踏み込み時の信号現示、視認範囲、主観評価

の結果から、交差点改良によって右折時の安全性が向上

されることが示唆された。 

 

４．交差点改良が交通流に与える影響 

交差点改良に伴う交通流の変化を評価するため、TS

による実験を行った。本章では、この際の旅行時間およ

び速度分布の変化に関して考察を行う。 

 

（１）従道路からの右折における交通流 

従道路から右折するルートにおいて、旅行時間を計

測した。図７、８に５分ごとの結果のグラフを示す。図

７、８のように、従道路からの右折においては36％から

73%の改善が見込まれると示唆された。 



 
図－７ 従道路南側からの右折における交通流の変化 

 

 

図－８ 従道路北側からの右折における交通流の変化 

 

（２）主道路における交通流 

主道路を直進するルートにおいて、旅行時間を計測

した。図９、10に５分ごとの結果のグラフを示す。東京

方面への旅行時間においてはほとんど変化していないが、

千葉方面への旅行時間においては最大37％悪化するこ

とが示唆された。これは、交差点改良によって、千葉方

面へ行く主道路の青時間が大幅に減少することが原因で

あると考えられる。 

 

 
図－９ 東京方面行きにおける交通流の変化 

 

 
図－10 千葉方面行きにおける交通流の変化 

 

また、交差点を通行する各車両について円滑性を評

価するため、青時間における速度帯の分布を検証した。

結果を図11、12に示す。下図のように、時速20km以下

の低速度帯の割合は２～３％程度しか増加しないため、

交通流への悪影響はあまり大きくないことが示唆された。 
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図－11 東京方面行きにおける速度分布 
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図－12 千葉方面行きにおける速度分布 

 

５．おわりに 

 

 （１）まとめ 

 本研究では、交差点改良前後における従道路からの右

折時の運転行動の安全性及びそれに伴う交通流の変化に

関しTS/DS連接機能を活用し、交通工学、人間工学の両

面から定量的な評価を行った。その結果、走行データや

主観評価から、交差点をコンパクト化することによって

安全な運転行動を促せるようになることが示唆された。

また、交通流に関しては、主道路は若干の旅行時間の悪

化が見られるものの、従道路では大幅に旅行時間が改善

されることが示唆された。 

 

（２）今後の課題 

本研究では単一の交差点という狭い範囲における実

験を行ったが、今後は前後の交差点を含めるなど広い範

囲での実験や事後の検証などを行いたい。 
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